
事例の収集及び選択 意義 種類

投機性の排除

第7章 鑑定評価の方式

前文

第１節 価格を求める手法

種類

各手法の着眼点

試算価格・賃料

種類

大規模小売店舗

大規模事務所ビル

事情の正常性または補正可能性

要件 場所的同一性 類似地域等

代替競争不動産

留意事項

必要やむを得ない場合

代替競争不動産から選択する場合

上記の要件

マンション適地

ホテル

要因比較 意義

留意事項

原価法

意義 定義

有効性

土地のみの場合

再調達原価

時間的同一性

要因比較の可能性

事情補正 前文

調査

特殊な事情の定義

時点修正

一般的留意事項

留意事項

付帯費用 資金調達費用

開発リスク相当額

建物及びその敷地

土地 通常

意義

定義

置換原価

求める方法

通常

置換原価

前文

宅地見込地の場合

間接法 定義

方法

取引事例比較法

機能的要因

経済的要因

宅地見込地の場合

方法

前文

直接法

定義

通常

意義

需要者の観点から分析

意義

留意事項 意義

事例の収集及び選択

事情補正

留意点

留意事項 建物及びその敷地

増改築・修繕・模様替

意義

適用方法

配分法

定義

有効性

減価修正の方法 前文

耐用年数に基づく方法

観察減価法

定義

経済的残存耐用年数

種類

留意点

定義

減価修正

意義 定義

留意点

減価の要因

物理的要因

時点修正

要因比較

前文

4要件

留意事項

求め方（例外）

意義

標準化補正

減額（5）

増額（2）

増減額（3）

例示

意義

留意事項

求め方（原則）


